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四
月
十
二
日
、
本
会
濱
野
堅
照
会
長
以
下
、
真
言

宗
豊
山
派
内
局
一
行
は
、
タ
イ
の
世
界
仏
教
徒
連
盟

（
W
F
B
）
本
部
を
表
敬
訪
問
し
た
。

　
一
行
は
、
バ
ン
コ
ク
市
内
、
ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
通
り

に
あ
る
W
F
B
本
部
を
訪
問
。
玄
関
で
歓
迎
を
受
け

た
後
、
二
階
の
礼
拝
堂
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
し
て
濱

　
　
　
　
　
　
　
W
F
B
会
長
ら
と
会
談

　
野
会
長
が
釈
尊
の
ま
つ
ら
れ
て
い
る
檀
に
灯
火
を
捧

　
げ
、
一
同
で
御
法
楽
を
上
げ
た
。
終
わ
っ
て
、
鳥
居

　
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
総
長
、
若
槻
同
教
務
部
長
ら
が

　
献
花
を
お
こ
な
っ
た
。

　
　
そ
の
後
、
一
行
は
本
部
三
階
の
会
議
室
へ
移
動
し
、

　
W
F
B
本
部
関
係
者
ら
と
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
W

F
B
本
部
か
ら
は
、
℃
罫
5
妻
震
5
§
9
7
0
。
会
長
、

O
巴
。
ヨ
≦
房
ヨ
9
副
会
長
、
ま
た
駐
タ
イ
、
ネ
パ

ー
ル
大
使
ら
も
出
席
し
た
。

　
そ
の
席
の
挨
拶
で
写
碧
≦
§
昌
僧
日
。
臼
8
会
長

は
、
釈
尊
の
教
え
の
尊
さ
、
そ
れ
を
現
代
に
広
げ
る

こ
と
に
よ
る
世
界
平
和
の
実
現
の
必
要
性
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
世
界
の
仏
教
徒
の
交
流
の
必

要
性
を
強
調
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
に
よ
っ
て
双
方
の
理
解
を
深
め
、
今

後
の
よ
り
一
層
の
友
好
の
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

WFB本部前の訪問団とWFB本部関係者

同宗連総会（4月23日於天理教本部）

　
四
月
二
十
三
日
、
奈
良
県
天
理
市
の
天
理
教
本
部

で
、
第
十
九
回
『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教

団
連
帯
会
議
（
略
称
、
同
宗
連
）
総
会
が
開
催
さ
れ
、

前
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
、
新
年
度
事
業
計
画
、

予
・
決
算
な
ど
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
天
理
教
が
議
長
教
団

に
選
出
さ
れ
、
西
田
伊
太
郎
天
理
教
啓
発
委
員
会
委

員
長
が
新
議
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
副
議
長
教
団
に

真
言
宗
智
山
派
、
神
社
本
庁
、
立
正
佼
成
会
。
企
画

委
員
長
教
団
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
。
広
報
委
員
長

教
団
に
曹
洞
宗
。
幹
事
教
団
に
神
理
教
、
臨
済
宗
円

覚
寺
派
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
。

　
総
会
に
は
加
盟
三
十
七
教
団
、
来
賓
の
部
落
解
放

同
盟
、
都
道
府
県
同
宗
連
。
ま
た
全
日
本
仏
教
会
、

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議

会
等
の
協
賛
団
体
の
代
表
が
多
数
出
席
し
た
。
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仏
教
と
マ
几
手
　
メ
、
デ
ィ
ア

　
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
羅
魏
搬
座
長

　　

@　

@
　
、
田
代
弘
‘
興
師

　
今
回
は
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
座
長
の

田
代
弘
興
師
（
真
言
宗
豊
山
派
教
化
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
）
に
お
話
を
伺
っ
た
。
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）

　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※

　
は
じ
め
に
「
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
」

に
つ
い
て
お
話
く
だ
さ
い
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
加
盟
団
体
か
ら
の
委
員
で

構
成
さ
れ
る
「
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
」

を
設
置
し
、
進
展
著
し
い
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
、
布

教
伝
道
、
宗
団
の
実
務
処
理
、
各
寺
院
の
事
務
な
ど

へ
の
応
用
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
研
究
会
を
開
催
し
、
各
宗
派
の
O
A

化
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
、
専
門
家
を
講
師
に
卜
い田代弘興野

て
の
勉
強
会
、
ま
た
実
際
に
各
教
団
に
赴
い
て
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
施
設
や
そ
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
見
学
す
る
な
ど
の
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
、
京
都
で
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
お

話
下
さ
い
。

　
来
る
六
月
八
日
目
火
）
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京

都
を
会
場
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
公
開
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
午
後
一
時
か
ら
愛
知
県
立
大
学
の
小
栗
宏
次
教
授

を
講
師
に
招
い
て
の
基
調
講
演
、
加
盟
団
体
関
係
者

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ま
た
午
前
十
一
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
、
関
連
団
体
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連

業
者
に
よ
る
展
示
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
、
以
前
『
二
仏
』
誌
の
中
で
も
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
大
蔵
経
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
、
「
大
蔵
経

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
（
略
称
S
A
T
）
」
、

ま
た
イ
ン
ド
学
仏
教
学
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
I
N
B
U
D
S
）
」
、
ま
た
禅
文
化
研
究
所
に

も
寺
院
統
合
管
理
シ
ス
テ
ム
「
搬
雪
」
を
出
展
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ま
た
多
く
の
、
パ
ソ
コ
ン
ソ

フ
ト
ハ
ウ
ス
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
会
社
の
最
新

の
製
品
に
も
実
際
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
全
般
に
つ
い
て
の
お
考
え
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
下
さ
い
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
仏
教
に
応
用
す
る
際
の
考
え

方
は
、
加
盟
各
宗
派
で
も
異
な
り
ま
す
し
、
実
際
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
で
も
一
人
一
人
異
な
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
今
ま
で

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
々
へ
新
た
に
伝
道
の
門
戸

を
開
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
反
対
に
企
業
と
い
う
利

益
を
追
求
す
る
集
団
と
は
異
な
る
、
我
々
伝
統
教
団

の
組
織
で
、
果
た
し
て
O
A
に
よ
る
効
率
化
が
必
要

な
の
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
O
A
化
に
よ
っ
て
不
必

要
な
リ
ス
ト
ラ
が
進
む
こ
と
は
な
い
の
か
。
こ
う
し

た
議
論
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
布
教
伝
道
と
は
人
か
ら
人
へ
が
原
則
で
、

そ
れ
を
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
間
接
的
な
も
の
が
代
替
で

き
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
。
大
切
な
も
の
が
抜
け
落

ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
逆
に
、
新
し
い
メ
デ

ィ
ア
故
に
で
き
る
効
果
的
な
布
教
教
化
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
う
い
つ
た
点
も
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
間
に
は
　
幽

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
可
能
性
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の

で
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら

多
角
的
に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
と
将
来
、
そ
し

て
仏
教
界
へ
の
応
用
に
つ
い
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
理
解
を
深
め
る
つ
も
り
で
す
。
入
場
は
無
料

で
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

一3一
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全
日
本
仏
教
会
加
害

宗
教
法
入
法
改
定
ご
伴
う
「
書
類
盃

脳「 �順j
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全
日
本
仏
教
会
顧
問
弁
護
士

一、

J
催
に
至
る
ま
で
、

　
全
日
本
仏
教
会
（
以
下
、
全
日
仏
と
い
う
）
の
加

盟
宗
派
に
は
多
く
の
顧
問
弁
護
士
の
方
が
居
ら
れ
る

筈
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
顧
問
弁
護
士
に
集
ま
っ
て
戴

き
情
報
を
交
換
し
た
り
、
意
見
を
交
え
た
り
す
る
こ

と
は
、
極
め
て
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
特
に
近
年

は
改
定
さ
れ
た
宗
教
法
人
法
、
臓
器
移
植
法
、
情
報

公
開
法
等
々
寺
院
を
と
り
ま
く
法
的
課
題
が
山
積
し

艶

那

　　　腿躍

撫、

「
艦
猛

長谷川正浩弁護士

て
い
る
か
ら
、
右
の
よ
う
な
試
み
は
必
ず
多
く
の
成

果
が
得
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
こ
こ
数
年
私
は
こ
の
よ
う
な
思
い
を
ず
っ
と
胸
に

秘
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
の
三
月
の
理
事
会
で

偶
然
に
も
事
務
総
局
か
ら
同
じ
よ
う
な
提
案
が
行
わ

れ
た
。
折
し
も
昨
年
十
月
七
日
の
理
事
会
の
席
上
、

京
都
府
仏
教
連
合
会
か
ら
、
改
定
さ
れ
た
宗
教
法
人

法
の
う
ち
、
「
書
類
提
出
義
務
の
法
的
問
題
」
に
つ

い
て
全
日
仏
と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
提

案
が
さ
れ
、
こ
れ
が
理
事
会
に
於
い
て
賛
同
を
得
た
。

そ
の
後
十
一
月
十
三
日
付
で
京
都
府
仏
教
連
合
会
理

事
長
か
ら
全
日
仏
理
事
長
宛
に
四
項
目
に
わ
た
る
検

討
事
項
が
呈
示
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
事
務
総
局
は
加
盟
宗
派
顧
問
弁
護
士
連
絡

会
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
各
宗
派
に
対
し

顧
問
弁
護
士
の
リ
ス
ト
提
出
を
求
め
た
。
そ
れ
に
よ

長
谷
川
正
浩

り
四
十
三
名
の
顧
問
弁
護
士
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

多
く
の
顧
問
弁
護
士
を
か
か
え
て
い
る
為
、
代
表
の

者
に
し
ぼ
っ
た
宗
派
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
数
は
も

っ
と
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　
お
名
前
を
拝
見
す
る
と
、
法
曹
界
の
重
鎮
を
含
み
、

宗
教
法
学
会
で
活
躍
中
の
方
々
、
若
手
で
新
進
気
鋭

の
方
々
等
、
誠
に
層
が
厚
く
極
め
て
心
強
い
限
り
で

あ
る
。
半
数
近
く
は
僧
籍
を
持
た
れ
た
方
が
お
ら
れ
、

な
か
に
は
現
役
の
住
職
を
兼
務
し
て
い
る
方
も
数
名

お
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
本
年
三
月
三
十
一
日
、
東
京
の
明
照
会
館

会
議
室
に
お
い
て
第
一
回
の
会
議
が
持
た
れ
た
も
の

で
あ
る
。

二
、
会
議
の
模
様

　
当
日
は
出
席
者
二
十
三
名
で
あ
っ
た
。
出
席
し
た

顧
問
弁
護
士
全
員
が
意
見
を
述
べ
た
が
、
そ
の
意
見

一4一
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は
加
盟
宗
派
の
意
見
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
発
言

者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
、
誰
の
発
言
か
は
個

別
的
に
公
表
し
な
い
こ
と
等
の
了
解
が
事
前
に
行
わ

継
鰍
難

　
加
盟
宗
派
顧
問
弁
護
士
連
絡
会

三
月
三
十
一
日
、
於
、
明
照
会
館
会
議
室

れ
た
。

　
浄
土
宗
顧
問
弁
護
士
の
矢
吹
輝
夫
先
生
を
座
長
に

京
都
府
仏
教
連
合
会
か
ら
呈
示
さ
れ
た
、
次
の
四
項

目
に
つ
き
、
一
人
一
人
が
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
形

で
進
め
ら
れ
た
。
四
項
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
信
教
の
自
由
の
侵
害
、
法
律
的
不
備
等
に
よ
る

憲
法
違
反
の
疑
い
の
有
無
に
つ
い
て

　
②
使
用
目
的
の
限
定
が
不
明
確
な
こ
と
に
基
づ
く

行
政
裁
量
に
よ
る
拡
大
解
釈
と
官
庁
に
よ
る
管
理
介

入
の
危
険
性
の
有
無
に
つ
い
て

　
③
戦
前
の
「
宗
教
団
体
法
」
の
再
現
の
危
険
性
、

即
ち
「
認
証
制
」
か
ら
「
許
可
制
」
に
変
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
国
家
が
宗
教
を
管
理
す
る
こ
と
へ
の
危
惧

に
つ
い
て

　
④
提
出
書
類
の
種
類
や
提
出
回
数
の
変
更
の
可
能

性
に
つ
い
て

　
発
言
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
改
定
に
積
極
的
に

賛
成
す
る
意
見
は
な
か
っ
た
。
私
な
り
に
各
項
目
別

に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
①
の
違
憲
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
違
憲

と
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

②
官
庁
に
よ
る
拡
大
解
釈
と
管
理
介
入
の
危
険
性
に

つ
い
て
は
、
所
轄
庁
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
今

後
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
③
の
国
家
が
宗
教

を
管
理
す
る
こ
と
へ
の
危
惧
に
つ
い
て
は
、
民
主
主

義
が
成
熟
し
て
い
る
現
代
で
は
、
戦
前
の
よ
う
な
宗

教
管
理
や
弾
圧
は
考
え
に
く
い
こ
と
、
④
の
提
出
書

類
の
種
類
や
提
出
回
数
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が

あ
る
こ
と
。

三
、
個
別
的
意
見
の
紹
介

　
私
の
メ
モ
を
も
と
に
、
個
別
意
見
を
紹
介
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
信
教
の
自
由
の
制
限
を
う
け
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
ど
こ
ま
で
我
慢
で
き
る
か
に
か
か
わ
る
。
我

慢
で
き
る
レ
ベ
ル
は
各
教
団
に
よ
っ
て
異
な
り
、
全

日
仏
傘
下
の
教
団
に
よ
っ
て
異
な
る
筈
で
あ
る
。

②
オ
ウ
ム
事
件
が
あ
っ
た
た
め
改
定
に
批
判
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
議
論
に
深
み
が
な
か
っ

た
。
各
宗
教
法
人
で
、
何
が
、
ど
こ
で
、
ど
う
い
う

問
題
が
あ
る
の
か
細
か
く
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
合
憲
で
は
あ
る
が
改
定
は
妥
当
で
は
な
い
。
し

全日本仏教会
　　　　　　ホームページ

http＝〃wwwJtvan．cαjp／～jbf
内　容
・全日本仏教会からのおしらせ
・加盟団体一覧（加盟団体ホームページへ
　のリンク有）

・改定宗教法人法に伴う宗教法人の備え付
　け・提出書類書式のダウンロード
・『全盤誌』より

・関連団体URL集　など
※全日本仏教会のメールアドレスが下記に
　変更になりました。
　jbf＠opal．famille．ne．jp
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か
し
弁
護
士
と
し
て
は
悪
法
と
い
え
ど
も
甘
ん
じ
て

受
け
る
。
再
改
定
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

　
④
宗
務
庁
の
担
当
の
者
の
話
し
合
い
の
中
で
は
、

小
さ
い
寺
で
は
法
人
運
営
に
な
れ
て
い
な
い
の
で
良

い
機
会
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
た
。

　
⑤
個
人
的
に
は
改
定
経
過
の
中
で
反
対
意
見
を
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
。
府
仏
連
提
案
の
四
番
目
、
提
出

書
類
の
種
類
や
回
数
の
点
で
再
検
討
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
ま
と
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

　
⑥
住
職
は
重
荷
に
な
っ
て
い
る
。
宗
教
団
体
自
体

に
自
浄
作
用
が
働
か
な
い
と
国
民
の
支
援
が
得
ら
れ

な
い
。

　
⑦
宗
門
で
は
特
に
問
題
な
い
と
い
っ
て
い
る
が
、

私
自
身
は
再
検
討
の
余
地
あ
り
と
思
う
。
運
用
面
に

注
意
を
要
す
る
と
思
う
。

　
⑧
改
定
が
拙
速
で
あ
る
が
憲
法
違
反
と
は
思
わ
な

い
。
提
出
も
止
む
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
信
者

サ
イ
ド
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
寺
は
ズ
ル
い
と

思
わ
れ
て
は
い
け
な
い
。
今
後
運
用
の
実
態
を
見
て

意
見
を
云
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
情
報
公
開
法
上

不
開
示
と
す
る
こ
と
は
情
報
を
官
の
み
が
把
握
す
る

こ
と
に
な
っ
て
問
題
で
あ
る
。

⑨
違
憲
か
ど
う
か
の
判
断
は
立
法
目
的
が
止
む
に

止
ま
れ
ぬ
も
の
か
ど
う
か
、
目
的
と
手
段
の
関
連
性

が
合
理
的
か
、
手
段
が
必
要
最
小
限
の
も
の
か
に
よ

っ
て
決
ま
る
。

⑩
教
団
の
方
で
は
書
類
を
提
出
し
て
い
る
。
突
っ

込
ん
で
調
べ
て
い
な
い
。
予
決
算
は
公
開
さ
れ
て
い

る
。
⑪
役
員
名
簿
は
信
仰
告
白
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。
⑫
憲
法
違
反
と
ま
で
は
云
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

裁
判
所
も
違
憲
と
は
云
わ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
十

八
万
法
人
を
一
律
に
や
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
問

謙
融

参
加
者
に
よ
り
、
熱
心
に
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

題
が
あ
る
。

　
⑬
ど
こ
に
ど
う
い
う
問
題
が
あ
る
の
か
良
く
わ
か

っ
た
。

　
⑭
統
一
協
会
の
事
件
を
や
っ
て
い
る
。
お
か
し
い

と
こ
ろ
ほ
ど
信
教
の
自
由
を
ふ
り
か
ざ
す
。
社
会
的

相
当
性
か
ら
考
え
て
い
け
ば
理
解
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
⑮
改
定
の
と
き
、
宗
教
バ
ッ
シ
ン
グ
が
起
き
た
。

改
定
の
目
的
を
し
っ
か
り
把
む
必
要
が
あ
る
。
青
空

寺
院
が
判
明
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。

　
⑯
税
務
署
へ
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

抵
抗
が
少
な
い
の
は
何
故
か
。
単
立
宗
教
法
人
と
包

括
宗
教
法
人
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
後
者

は
必
然
的
に
自
浄
作
用
が
働
き
、
問
題
の
あ
る
教
団

は
少
な
い
。

　
⑰
立
法
手
続
が
拙
速
で
あ
る
。
違
憲
と
ま
で
は
い

え
な
い
。
し
か
し
運
用
上
問
題
は
起
こ
り
得
る
。
あ

い
ま
い
な
文
言
（
正
当
な
利
益
、
不
当
な
目
的
）
も

あ
る
。
こ
れ
を
明
確
化
す
る
こ
と
は
法
律
家
の
役
割

で
あ
る
。
戦
前
に
帰
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と
思
う
。
提
出
回
数
、
提
出
書
類
に
つ
い
て
は
改
善

の
余
地
が
あ
る
。

　
⑬
提
出
書
類
が
広
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
使

用
方
法
、
使
用
目
的
が
不
明
確
だ
か
ら
、
運
用
違
憲

の
可
能
性
は
あ
る
。

⑲
四
項
目
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
の
は
準
備
不

足
で
あ
る
。
教
団
か
ら
は
何
ん
の
相
談
も
な
か
っ
た
。

一6一
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書
類
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
裁
判
所
で
信
用
が
な
い

の
は
銀
行
と
宗
教
団
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知
っ

て
ほ
し
い
。

　
⑳
所
轄
庁
は
適
正
な
運
営
を
は
か
る
責
務
が
あ
る

と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
法
的
根
拠
は
明
ら
か
で
は

な
い
。
宗
務
課
長
で
あ
っ
た
中
根
氏
に
よ
る
と
、
所

轄
庁
は
適
正
な
運
用
を
確
保
す
る
上
で
指
導
助
言
が

で
き
る
と
云
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
基
本
的
に
問

題
が
あ
る
。
今
後
運
用
を
見
守
っ
て
い
く
。
改
定
が

審
議
さ
れ
た
宗
教
法
人
審
議
会
で
は
、
前
回
は
四
年

か
か
っ
て
改
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
回
は
半
年
の
審

議
で
改
定
さ
れ
た
。
始
め
に
改
定
あ
り
き
で
あ
る
。

宗
教
家
の
自
覚
に
よ
っ
て
国
民
に
寄
与
す
る
こ
と
が

問
題
の
核
心
だ
と
思
っ
た
。

四
、
今
後
の
方
向

　
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
準
備
不
足
も
あ
っ
た
が
、

大
方
の
出
席
者
か
ら
は
好
評
で
あ
っ
た
。
た
だ
発
言

の
内
容
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
教
団
か
ら

は
、
顧
問
弁
護
士
は
十
分
に
相
談
に
あ
ず
か
っ
て
は

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
う
け
た
。
私

を
除
い
て
は
い
つ
れ
も
島
々
た
る
方
々
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
の
連
絡
会
が
そ
の
機
能
を
十
二
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
宗
教
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
に

つ
い
て
は
実
務
上
の
観
点
か
ら
相
当
な
寄
与
が
で
き

る
な
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
十
分
な
予
算
を
組
ん

で
戴
き
、
全
日
仏
の
た
め
に
顧
問
弁
護
士
に
働
く
機

会
を
十
分
与
え
て
戴
き
た
い
。
　
　
　
　
　
以
上
。

加
盟
宗
派
顧
問
弁
護
士
一
覧

原
秀
男
（
天
台
宗
）
・
竹
下
正
巳
（
天
台
宗
）
・
雷
干

良
則
（
南
宗
）
・
角
源
三
（
想
出
）
・
成
田
由
岐
子

（
和
事
）
・
八
代
紀
彦
（
和
知
）
・
中
村
文
也
（
孝
道
教

団
）
・
竹
内
知
行
（
念
法
眞
教
）
・
本
井
巽
（
高
野
山

真
言
宗
）
・
田
中
義
信
（
高
野
山
真
言
宗
）
・
長
谷
川

正
浩
（
真
言
宗
智
山
派
）
・
宮
永
基
明
（
真
言
宗
智
山

派
）
・
横
溝
正
子
（
真
言
宗
智
山
派
）
・
熊
野
明
夫
（
真

言
宗
豊
山
派
）
・
岡
田
弘
隆
（
真
言
宗
豊
山
派
）
・
福

井
正
明
（
真
言
宗
豊
山
派
）
・
横
山
正
夫
（
新
義
真
言

宗
）
・
前
田
修
（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）
・
安
武
敏
夫

（
東
寺
真
言
宗
）
・
別
城
信
太
郎
（
東
寺
真
言
宗
）
・
矢

吹
輝
夫
（
浄
土
宗
）
・
西
村
真
人
（
浄
土
宗
）
・
松
本
俊

正
（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）
・
森
川
清
一
（
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
）
・
寺
内
清
視
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

・
安
武
敏
夫
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
・
松
本
健
男

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
・
藤
原
弘
道
（
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
）
・
黒
田
修
一
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
・
山

下
孝
之
．
（
真
宗
大
谷
派
）
・
松
枝
尚
哉
（
臨
済
宗
妙
心

寺
派
）
・
福
岡
宗
也
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
・
立
野

造
（
臨
済
宗
南
禅
寺
派
）
・
三
宅
陽
（
臨
済
宗
建
長

寺
派
）
・
雨
宮
眞
也
（
曹
洞
宗
）
・
吉
田
賢
三
（
曹
洞

宗
）
・
村
瀬
尚
男
（
黄
彙
宗
）
・
永
倉
嘉
行
（
日
蓮
宗
）
・

長
谷
川
正
浩
（
日
蓮
宗
）
・
中
嶋
一
麿
（
法
華
宗
本
門

流
）
・
大
堀
昭
二
（
法
華
宗
陣
門
流
）
・
中
村
悟
（
華

厳
宗
）
・
本
多
久
美
子
（
華
厳
宗
）
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

全日本仏教会

無料法律梱談室

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士

に
よ
る
、
本
会
関
係
者
を
対
象
と
し
た
無
料
法

律
相
談
室
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、

税
務
、
一
般
民
事
等
、
ご
自
由
で
す
が
、
現
在
、

宗
教
法
人
法
の
改
定
に
伴
い
、
相
談
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
ず
電
話
で
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時

場
所

予
約

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日

　
午
後
一
時
～

明
照
会
館

　
　
（
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四
）

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

　
　
　
〇
三
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五

一7一
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i
璽
9
務
《
局
僧
録
募
多
ミ

　
　
　
　
1
五
月
一

十
一
日
監
査
会

　
十
三
日
　
法
律
相
談
室

　
十
八
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
文
化
庁
宗
務
課
と
の
懇
談
会

二
十
六
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
事
務
連
絡
会
議

二
十
七
日
　
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

三
ヂ
一
日
　
理
事
会

1999年6月1日

全
日
本
仏
教
会

　
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
公
開
セ
ミ
ナ
ー

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

◎
六
月
八
日
（
火
）

　
　
展
示
会
　
午
前
十
一
時
～
午
後
六
時

　
　
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
五
時

◎
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
（
入
場
無
料
）

◎
内
容

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
仏
教
界
へ
の
今
後
の
適
用

の
可
能
性
に
つ
い
て

　
基
調
講
演

　
　
小
栗
宏
次
氏
（
愛
知
県
立
大
学
教
授
）

　
加
盟
団
体
関
係
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
業
者
の
展
示

※
お
問
い
合
わ
せ

　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

　
電
話
〇
三
－
三
四
三
七
－
九
二
七
五

清
水
公
照
師

五
月
六
日
遷
化
　
入
十
八
歳

華
厳
宗
元
管
長

乎
戚
十
轡
隼
度
教
化
転
灘
ナ
レ
、

葬
儀
の
ζ
れ
か
ら
を
考
え
る

輿
謹
書
霧
牛
魯
霧
曇
り

＼
◎
芝
．
増
上
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